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脳
神
経
内
科
は
、
い
わ
ゆ

る
難
病
や
遣
伝
性
疾
患
と

関
わ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
２
０
２
３
年
３
月
現
在

の
指
定
難
病
３
３
８
疾
患
の

う
ち
約
泌
％
に
あ
た
る
昭
疾

患
は
神
経
・
筋
疾
患
で
あ
り
、

そ
の
約
半
数
は
遺
伝
性
疾
患

で
す
。
ま
た
、
神
経
内
科
専

門
医
の
う
ち
帥
％
以
上
が
遺

伝
子
診
断
を
経
験
し
て
い
る

と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

近
年
の
遺
伝
性
神
経
・
筋

疾
患
を
取
り
巻
く
状
況
は
劇

的
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
画

期
的
な
治
療
法
の
登
場
に
よ

っ
て
「
治
る
」
神
経
・
筋
疾

患
が
増
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
遺
伝
性
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
ア
ミ

ロ
イ
ド
ー
シ
ス
や
脊
髄
性
筋

萎
縮
症
、
デ
ュ
シ
エ
ン
ヌ
型

シ
ｔ
少
込
ノ
、
／
、
ノ
、
ノ
、
ノ
ッ
く
ノ
；
ク
、
〃
、
〃
、
ノ
、
／
、
ノ
Ｌ
ノ
、
シ
§
〃
、
ノ
、
／
う
〆
、
シ
ヒ
ク
、
〃
匙
少
匙
〃
ヅ
ダ
畦
少
Ｌ
〃
＄
ク
、
少
心
ア
、
ノ
唾
シ
Ｌ
〃
Ｌ
ノ
も
少
少
画
，
Ｆ
，
グ
シ
履
少
Ｅ
少
ｂ
少
Ｌ
〃
少
．
少
．
少
．
少
．
少
．
う
，
少
．
少
Ｌ
ジ
ク
ジ
ヶ
，
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
，
ク
ゾ
ヶ
ゾ
，
少
，
少
少
少
少
少
少
ゾ
サ
ゾ
ゾ
ゾ
ク
ー
，

グ
ー
ｊ

少
少

；
少

少
少
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ト
ロ
フ
ィ
ー
や
ハ
ン
チ
ン
ト
か
、
な
ど
の
点
に
注
意
し
て
な
く
遺
伝
学
的
検
査
の
メ
リ
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
病
療
法
が
実
用
化
さ
れ
る
可
能

北
大
病
院
臨
床
遺
伝
子
診
療
部
副
部
長

ン
病
、
常
染
色
体
顕
性
遺
伝
時
間
を
か
け
て
遣
伝
カ
ウ
ン
ッ
ト
が
乏
し
い
と
の
考
え
も
型
に
よ
っ
て
は
特
異
的
な
治
性
が
あ
り
、
遺
伝
学
的
検
査

（
優
性
遣
伝
）
脊
髄
小
脳
変
セ
リ
ン
グ
を
行
う
の
が
適
切

に
て
診
断
を
確
定
す
る
有
用

�

松
島

理
明

性症（ＡＤＩｓＣＤ）なです．北鳶院では、こ
（
脳
神
経
内
科
）
ど
で
は
、
蓋
前
診
断
言
の
よ
う
な
発
症
前
診
断
で

的
に
来
談
さ
れ
る
方
も
い
ま
は
、
４
～
５
回
程
度
の
遺
伝

ノ
ベ
ッ
カ
ー
型
鰯
ン
ス
ト
ロ
検
者
の
子
や
孫
が
い
て
、
血
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
重
ね
た

フ
ィ
ー
（
Ｄ
Ｍ
Ｄ
／
Ｂ
Ｍ
Ｄ
）
縁
者
へ
の
影
響
が
少
な
く
な

効
果
的
な
治
療
法
の
な
い
上
で
検
査
に
入
る
こ
と
を
基

な
ど
、
か
つ
て
は
不
治
の
病
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
神
経
。
疾
患
の
発
症
前
診
断
は
特
本
と
し
て
い
ま
す
。
検
査
後

で
あ
っ
た
疾
患
が
治
療
可
能
筋
疾
患
の
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
に
慎
重
に
遣
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
も
結
果
説
明
の
み
な
ら
ず
、

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
治
ン
グ
を
行
う
際
に
は
、
こ
れ
ン
グ
を
進
め
て
い
く
必
要
が
定
期
的
に
電
話
等
で
被
検
者

療
法
の
あ
る
遣
伝
性
疾
患
に
ら
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
進
あ
り
ま
す
。
被
検
者
が
疾
患
の
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す

対
し
て
は
、
発
症
前
診
断
も
め
ま
す
。

の
症
状
や
予
後
に
つ
い
て
よ
（
図
）
。

順手

含
め
て
遣
伝
学
的
検
査
を
行

成
人
発
症
の
遣
伝
性
疾
く
理
解
し
て
い
る
か
、
強
制

な
お
、
現
在
は
ま
だ
疾
患

鋤
う
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て
患
で
は
、
原
則
的
に
出
生
前
で
は
な
く
自
ら
の
意
思
で
検
修
飾
療
法
が
罐
￥
し
て
い
な

診

い
る
と
い
え
ま
す
。

診
断
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
査
を
希
望
し
て
い
る
か
、
結
い
Ａ
Ｄ
ｌ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
で
す
が
、
術

一
方
で
、
依
然
と
し
て
根
ん
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｄ
／
Ｂ
Ｍ
Ｄ
な
果
が
陽
性
や
陰
性
あ
る
い
は
釦
種
類
を
超
え
る
病
型
が
報

醗
本
的
治
療
法
が
存
在
し
な
ど
の
Ｘ
連
鎖
性
疾
患
に
お
い
不
明
確
で
あ
っ
た
場
合
の
対
告
さ
れ
て
い
て
、
最
近
Ｓ
Ｃ

澪
い
疾
患
が
多
い
の
も
事
実
で
て
、
女
性
の
保
因
者
診
断
が
応
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
Ａ
卵
と
い
う
病
型
が
確
認
さ

筋

す
。
成
人
発
症
の
疾
患
が
多
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
き
て
い
る
か
、
抑
う
つ
な
ど
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
ど

雑
く
、
検
査
を
行
う
時
点
で
被
す
。
ま
た
、
筋
強
直
性
ジ
ス
精
神
状
態
の
問
題
は
な
い
の
病
型
で
も
治
療
法
は
大
差

・当日同伴者を事前に確認

・結果を聞く・聞かない意思の再確認���
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２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
て
、
第
８
次
医
療

計
画
に
関
連
す
る
議
論
を
行

っ
た
。

・

厚
生
労
働
省
は
「
５
疾
病

６
事
業
」
の
う
ち
新
興
感
染

症
を
除
く
５
事
業
里
習
淫

提
示
し
、
診
療
側
は
救
急
医

療
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま
で
の

施
策
が
３
次
救
急
に
偏
り
、

２
次
救
二
筐
療
機
関
の
運
営

を
苦
し
く
し
て
し
ま
っ
て
い

る
」
と
、
２
次
救
急
へ
の
評

価
充
実
を
求
め
た
。

中
医
協
総
会
が
開
か
れ
、

２
次
救
急
の
評
価
充
実
を

雫
訓
小
児
入
院
管
理
料
も

厚
労
省
墜
雪
竺
し
て
▼

増
加
す
る
高
齢
者
の
救
雪
溌

送
等
も
踏
ま
え
、
転
院
搬
送

を
含
め
た
救
急
医
療
に
係
る

評
価
の
在
り
方
▼
地
域
で
災

害
時
に
必
要
な
医
療
提
供
に

一
定
程
度
役
割
を
果
た
す
医

療
機
関
に
係
る
評
価
の
在
り

方
▼
へ
き
地
に
お
け
る
遠
隔

医
療
と
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

推
進
▼
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦

や
精
神
医
療
が
必
要
な
妊
産

婦
へ
の
対
応
等
の
観
点
か
ら

の
総
合
的
な
診
療
体
制
に
係

る
評
価
の
在
り
方
▼
医
療
的

ケ
ア
児
を
含
む
小
児
患
者
に

対
し
、
救
急
や
レ
ス
パ
イ
ト

も
含
め
た
必
要
な
医
療
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
の
小
児
医

療
に
係
る
評
価
の
在
り
方
ｌ

を
挙
げ
た
。

実
情
に
応
じ
、
ど
の
よ
う
な

計
画
を
策
定
し
た
場
合
も
計

画
が
成
り
立
つ
よ
う
、
寄
り

添
い
支
え
る
の
が
診
療
報
酬

の
役
割
」
と
指
摘
。
そ
の
上

が
「
各
都
道
府
県
が
地
域
の

医
療
計
画
と
診
療
報
酬
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
診
療
側

の
長
島
公
之
委
員
（
日
医
）

で
、
「
診
療
報
酬
に
よ
っ
て

計
画
の
在
り
方
が
ゆ
が
ん
で

い
な
い
か
、
報
酬
以
外
の
財

政
措
置
が
適
切
な
場
合
も
あ

る
と
い
う
視
点
を
常
に
持
つ

こ
と
も
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

支
払
側
の
松
本
真
人
委
員

（
健
保
連
）
も
「
診
療
報
酬

と
補
助
金
の
役
割
分
担
は
意

識
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
同

調
。
こ
れ
ま
で
も
医
療
計
画

で
課
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
診
療
報
酬
で
か
な
り
対
応

し
て
き
た
と
し
、
「
さ
ら
に

報
酬
で
対
応
す
る
な
ら
、
検 中医協総会

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
そ

う
で
な
い
と
こ
ろ
の
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
る
べ
き
だ
」
と
主

張
し
た
。
�

各
論
点
を
巡
っ
て
は
、
救

急
医
療
に
つ
い
て
診
療
側
の

長
島
委
員
、
島
弘
志
書
具
日

病
）
、
池
端
幸
彦
委
員
（
日

慢
協
）
が
い
ず
れ
も
２
次
救

急
医
療
機
関
の
評
価
充
実
を

要
望
。島
委
員
は
雪
籔
に
状
態

が
亜
柁
し
た
高
齢
者
の
救
急

は
、
適
切
な
医
療
機
能
を
有

す
る
医
療
機
関
で
応
需
す
る

必
要
が
あ
る
。
３
次
救
急
医

療
機
関
に
過
度
の
負
担
を
か

け
な
い
た
め
に
も
、
２
次
救

急
に
応
需
可
能
な
医
療
機
関

の
確
保
維
持
が
必
臺
と
訴

え
、
池
端
委
員
も
「
高
齢
者

だ
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

だ
」
と
指
摘
し
た
。

一
方
、
支
払
側
の
松
本
委

員
は
「
高
次
医
療
機
関
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
役
割
を
果

た
し
て
も
ら
う
た
め
、
受
け

入
れ
件
数
を
増
や
す
の
で
な

く
、
高
次
医
療
機
雷
で
受
け

入
れ
る
患
者
に
重
点
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
高
齢
の
救
急

患
者
は
地
ケ
ア
な
ど
急
性
期

は
、
前
回
改
定
で
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
が
拡
大
さ
れ
、
Ｄ
ｔ

｜
繁
籍
講
歸

促
す
仕
組
み
を
強
化
す
べ
き

だ
」
と
主
張
し
た
。

他
璽
雪
だ
つ
い
て
診
療

側
の
長
島
委
曼
は
、
災
害
医

療
に
対
し
て
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制

度
の
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
で
の

感染症対策で

道医に知事感謝状

れ
て
お
り
、
一
現
在
は
対
応
の

推
移
を
見
守
る
段
階
だ
と
強

調
し
た
。
周
産
期
は
累
次
改

定
で
重
点
的
に
評
価
さ
れ
て

き
て
お
り
、
前
回
新
設
さ
れ

た
急
性
期
充
実
体
制
加
算
が

地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
与

え
る
か
を
注
意
深
く
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
�

小
児
医
療
を
巡
っ
て
は
、

道
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
推
進
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の

尽
力
に
対
し
て
、
道
医
（
松
家
治
道
会

長
）
に
知
事
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
Ⅱ
写

真
Ⅱ
。
�

鈴
木
直
道
知
事
は
外
来
・
入
院
患
者

へ
の
対
応
や
道
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ

ー
の
運
営
協
力
な
ど
に
つ
い
て
感
謝
を

表
し
、
松
家
会
長
は
「
引
き
続
き
各
地

の
医
師
会
と
連
携
を
取
り
道
民
の
健
康

を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

イ
ト
は
診
療
報
酬
で
直
接
評

価
す
べ
き
か
、
他
に
対
応
法

が
な
い
か
、
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。
地

域
医
療
を
担
う
中
小
病
院
が

算
定
し
て
い
る
小
児
入
院
医

療
管
理
料
３
～
５
は
、
こ
れ

ま
で
の
改
定
で
評
価
さ
れ
て

き
て
お
ら
ず
、
地
域
小
児
医

療
の
機
能
分
化
と
連
携
を
進


